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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物、又はその薬剤的に許容される塩。
【化１】

　ここで、Ｘ及びＲ1は、共に、－Ｃ（Ｏ）ＮＲeＲdであるか、又は
　Ｘは、
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【化２】
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　からなる群より選ばれる式により表され；
　Ｒは、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有
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していてもよいシクロアルキル基、置換基を有していてもよいシクリル基、置換基を有し
ていてもよいヘテロシクロアルキル基、置換基を有していてもよいヘテロシクリル基、置
換基を有していてもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、置換
基を有していてもよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基、－
Ｃ（Ｏ）Ｒc、－ＯＲk、－ＳＲk、－ＮＲhＲj、ヒドロキシルアルキル基、ニトロ基、シ
アノ基、ハロアルキル基、アミノアルキル基、又は－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

cであり；
　Ｒ1は、Ｒ’－Ｌ’－Ｒ”であり；
　Ｒ’は、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、置換基を有していてもよいシク
リル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基、置換基を有していてもよい
アリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、置換基を有していてもよいア
ラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基であるか、存在しないかであ
り；
　Ｌ’は、Ｏ、Ｓ（Ｏ）p、Ｎ（Ｒk）、Ｎ（Ｒk）Ｃ（Ｏ）、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒk）、Ｃ（Ｏ
）Ｏ、又はＯＣ（Ｏ）であるか、存在しないかであり；
　Ｒ”は、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよい
シクロアルキル基、置換基を有していてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいヘ
テロシクロアルキル基、置換基を有していてもよいヘテロシクリル基、置換基を有してい
てもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、置換基を有していて
もよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基、Ｎ（Ｒk）（ＣＨ2

）nＲ
g、－ＯＲk、－ＳＲk、－ＮＲhＲj、ヒドロキシルアルキル基、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－

Ｃ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（ＮＲ）Ｒc、ハロゲン、ハロアルキル基、アミノアルキル基、メルカ
プトアルキル基、シアノ基、ニトロ基、－Ｓ（Ｏ）Ｒc、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

c、－Ｐ（Ｏ）Ｒc

Ｒc、－Ｐ（Ｓ）ＲcＲc、又は置換基を有していてもよいアルキルカルボニルアルキルで
あり；
　Ｑ、Ｕ、及びＶのそれぞれは、独立してＮ又はＣＲgであり、ここでＱ、Ｕ、又はＶの
少なくとも一つはＮであり；並びにＣＲgは、それぞれ、同一でも異なっていてもよく；
　Ｒ3は、Ｒg、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＳＣ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｏ）Ｒ
c、－Ｃ（Ｓ）Ｒc、－ＯＣ（Ｓ）Ｒc、－ＳＣ（Ｓ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（Ｎ
Ｒ）Ｒc、－ＯＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＳＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＮＲkＣ（ＮＲ）Ｒc、－Ｓ（Ｏ）2

Ｒc、－Ｓ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＳ（Ｏ）2Ｒ
c、－ＯＳ（Ｏ）2Ｒ

c、－ＯＰ（Ｏ）ＲcＲc、
又は－Ｐ（Ｏ）ＲcＲcであり；
　Ｒ2及びＲ4が、水素原子又は低級アルキル基であり；
　Ｒcは、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を
有していてもよいアルケニル基、置換基を有していてもよいアルキニル基、置換基を有し
ていてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、置換基を有して
いてもよいヘテロシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基、置換
基を有していてもよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基、置
換基を有していてもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、ハロ
アルキル基、－ＯＲk、－ＳＲk、－ＮＲhＲj、ヒドロキシルアルキル基、アルキルカルボ
ニルアルキル基、メルカプトアルキル基、アミノアルキル基、スルホニルアルキル基、ス
ルホニルアリール基、又はチオアルコキシ基であり；
　Ｒd及びＲeは、それらが結合する窒素原子と共に、置換基を有していてもよいヘテロシ
クロアルキル基、置換基を有していてもよいヘテロシクリル基、及び置換基を有していて
もよいヘテロアリール基を形成し；
　Ｒgは、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を
有していてもよいアルケニル基、置換基を有していてもよいアルキニル基、置換基を有し
ていてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、置換基を有して
いてもよいヘテロシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基、置換
基を有していてもよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基、置
換基を有していてもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、ハロ
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アルキル基、－ＯＲk、－ＳＲk、－ＮＲhＲj、ヒドロキシルアルキル基、アルキルカルボ
ニルアルキル基、メルカプトアルキル基、アミノアルキル基、スルホニルアルキル基、ス
ルホニルアリール基、チオアルコキシ基、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＳＣ（Ｏ
）Ｒc、－ＮＲkＣ（０）Ｒc、－Ｃ（Ｓ）Ｒc、－ＯＣ（Ｓ）Ｒc、－ＳＣ（Ｓ）Ｒc、－Ｎ
ＲkＣ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（ＮＲ）Ｒc、－ＯＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＳＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＮＲkＣ
（ＮＲ）Ｒc、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

c、－Ｓ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＳ（Ｏ）2Ｒ
c、－ＯＳ（Ｏ）2Ｒ

c、－ＯＰ（Ｏ）ＲcＲc、－Ｐ（Ｏ）ＲcＲc、ハロゲン、アミノアルキル基、メルカプト
アルキル基、シアノ基、ニトロ基、ニトロソ基、又はアジド基であり；
　Ｒh及びＲjは、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置
換基を有していてもよいアルケニル基、置換基を有していてもよいアルキニル基、置換基
を有していてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、置換基を
有していてもよいヘテロシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基
、置換基を有していてもよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル
基、置換基を有していてもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロアリール基
であり；又はＲh及びＲjは、それらが結合する窒素原子と共に、置換基を有していてもよ
いヘテロシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基、若しくは置換
基を有していてもよいヘテロアリール基を形成し；
　Ｒkは、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を
有していてもよいアルケニル基、置換基を有していてもよいアルキニル基、置換基を有し
ていてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、置換基を有して
いてもよいヘテロシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基、置換
基を有していてもよいアラルキル基、置換基を有していてもよいヘテロアラルキル基、置
換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロアリール基で
あり；
　Ｇが、置換基を有していてもよいシクリル、置換基を有していてもよいシクロアルキル
、置換基を有していてもよいヘテロシクロアルキル、又は置換基を有していてもよいヘテ
ロシクリルであるか；又はＧは存在しないかであり；
　Ｙが、存在しないか、Ｏ、Ｓ、Ｎ（Ｒk）、又はＣＨ2であり；
　ｍは０、１、２、３、又は４であり；
　ｎは０、１、２、３、又は４であり；
　ｐは０、１、又は２であり；
　ＺはＮであり；及び
　ＷはＯである。
【請求項２】
　Ｑ、Ｕ、及びＶのうちの一つがＣＲgであり、他の二つが窒素原子である、請求項１記
載の化合物。
【請求項３】
　Ｑ、Ｕ、及びＶのうちの一つが窒素原子であり、他の二つがＣＲgある、請求項１記載
の化合物。
【請求項４】
　Ｘが、下記の式のいずれかである、請求項１記載の化合物。
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【化３】

【請求項５】
　Ｘが、下記の式のいずれかで表される、請求項４記載の化合物。
【化４】

【請求項６】
　ＹがＯであるか、又はＹが存在しないかである、請求項１記載の化合物。
【請求項７】
　Ｙが、Ｏ又はＣＨ2であり、Ｇが存在しない、請求項１記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ’が存在せず、Ｌ’が存在せず、
　Ｒ”が、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよいアリール基
、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、置換基を有していてもよいシクロアルキ
ル基、置換基を有していてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロア
ルキル基、置換基を有していてもよいヘテロシクリル基、ニトロ基、シアノ基、ハロゲン
、ＯＲk、ＳＲk、又はＮＲhＲjである請求項１から７のいずれか記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ”が、置換基を有していてもよいフェニル基、置換基を有していてもよいナフチル基
、置換基を有していてもよいアントラセンイル基、置換基を有していてもよいフルオレニ
ル基、置換基を有していてもよいインデニル基、置換基を有していてもよいアズレンイル
基、置換基を有していてもよいピリジル基、置換基を有していてもよい１－オキソ－ピリ
ジル基、置換基を有していてもよいフラニル基、置換基を有していてもよいベンゾ［１，
３］ジオキソリル基、置換基を有していてもよいベンゾ［１，４］ジオキシンイル基、置
換基を有していてもよいチエニル基、置換基を有していてもよいピロリル基、置換基を有
していてもよいオキサゾリル基、置換基を有していてもよいイミダゾリル基、置換基を有
していてもよいチアゾリル基、置換基を有していてもよいイソキサゾリル基、置換基を有
していてもよいキノリニル基、置換基を有していてもよいピラゾリル基、置換基を有して
いてもよいイソチアゾリル基、置換基を有していてもよいピリダジニル基、置換基を有し
ていてもよいピリミジニル基、置換基を有していてもよいピラジニル基、置換基を有して
いてもよいトリアジニル基、置換基を有していてもよいトリアゾリル基、置換基を有して
いてもよいチアジアゾリル基、置換基を有していてもよいイソキノリニル基、置換基を有
していてもよいインダゾリル基、置換基を有していてもよいベンゾオキサゾールイル基、
置換基を有していてもよいベンゾフリル基、置換基を有していてもよいインドリジンイル
基、置換基を有していてもよいイミダゾピリジル基、置換基を有していてもよいテトラゾ
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リル基、置換基を有していてもよいベンズイミダゾリル基、置換基を有していてもよいベ
ンゾチアゾリル基、置換基を有していてもよいベンゾチアジアゾールイル基、置換基を有
していてもよいベンゾオキジアゾールイル基、置換基を有していてもよいインドリル基、
置換基を有していてもよいテトラハイドロインドリル基、置換基を有していてもよいアザ
インドリル基、置換基を有していてもよいインダゾリル基、置換基を有していてもよいイ
ミダゾピリジル基、置換基を有していてもよいキナゾリニル基、置換基を有していてもよ
いプリニル基、置換基を有していてもよいピロロ［２，３］ピリミジニル基、置換基を有
していてもよいピラゾロ［３，４］ピリミジニル基、又は置換基を有していてもよいベン
ゾ（ｂ）チエニル基である、請求項８記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ”が以下の式で表される基のいずれかである、請求項８に記載の化合物。
【化５】

　ここで、破線は、二重結合又は単結合を示し；
　Ｘ1は、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）p－、－Ｎ（Ｒk）－、又は－Ｃ（Ｒg）（Ｒg）－であり；
　Ｒ6及びＲ7は、それぞれ独立に、Ｒg、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－Ｃ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（ＮＲ）
Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＳＣ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｓ）Ｒc、
－ＯＣ（Ｓ）Ｒc、－ＳＣ（Ｓ）Ｒc、－ＮＲkＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＯＣ（ＮＲ）Ｒc、若し
くは－ＳＣ（ＮＲ）Ｒcであり；又はＲ6及びＲ7は、それらが結合する炭素原子と共に、
置換基を有していてもよい５員環から７員環のシクロアルキル基、置換基を有していても
よい５員環から７員環のシクリル基、置換基を有していてもよい５員環から７員環のアリ
ール基、置換基を有していてもよい５員環から７員環のヘテロシクロアルキル基、置換基
を有していてもよい５員環から７員環のヘテロシクリル基、置換基を有していてもよい５
員環から７員環のヘテロアリール基を形成し；
　Ｘ2は、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）p－、又は－ＮＲk－であり；
　Ｒ8は、それぞれ独立して、Ｒg、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－Ｃ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（ＮＲ）Ｒc、
－ＮＲkＣ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＳＣ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｓ）Ｒc、－ＯＣ
（Ｓ）Ｒc、－ＳＣ（Ｓ）Ｒc、－ＮＲkＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＯＣ（ＮＲ）Ｒc、又は－ＳＣ
（ＮＲ）Ｒcであり；
　Ｒ10及びＲ11は、それぞれ独立に、Ｒg、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－Ｃ（Ｓ）Ｒc、－Ｃ（ＮＲ
）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＳＣ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｓ）Ｒc

、－ＯＣ（Ｓ）Ｒc、－ＳＣ（Ｓ）Ｒc、－ＮＲkＣ（ＮＲ）Ｒc、－ＯＣ（ＮＲ）Ｒc、又
は－ＳＣ（ＮＲ）Ｒcであり；
　ｓは、０、１、２、３、又は４であり；及び
　ｔは、０、１、２、又は３である。
【請求項１１】
　Ｒ”が、（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）、（１Ｈ－インドール－
５－イル）、若しくは（６，７，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル
）、又は下記の式で表される基である、請求項１０記載の化合物。
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【化６】

【請求項１２】
　Ｒ3が、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよいアリール基
、置換基を有していてもよいヘテロアリール基、置換基を有していてもよいシクロアルキ
ル基、置換基を有していてもよいシクリル基、置換基を有していてもよいヘテロシクロア
ルキル基、置換基を有していてもよいヘテロシクリル基、ニトロ基、シアノ基、ハロゲン
、ＯＲk、ＳＲk、又はＮＲhＲjである、請求項１から１１のいずれか記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ3が、置換基を有していてもよいフェニル基、置換基を有していてもよいナフチル基
、置換基を有していてもよいアントラセンイル基、置換基を有していてもよいフルオレニ
ル基、置換基を有していてもよいインデニル基、置換基を有していてもよいアズレンイル
基、置換基を有していてもよいピリジル基、置換基を有していてもよい１－オキソ－ピリ
ジル基、置換基を有していてもよいフラニル基、置換基を有していてもよいベンゾ［１，
３］ジオキソリル基、置換基を有していてもよいベンゾ［１，４］ジオキシンイル基、置
換基を有していてもよいチエニル基、置換基を有していてもよいピロリル基、置換基を有
していてもよいオキサゾリル基、置換基を有していてもよいイミダゾリル基、置換基を有
していてもよいチアゾリル基、置換基を有していてもよいイソキサゾリル基、置換基を有
していてもよいキノリニル基、置換基を有していてもよいピラゾリル基、置換基を有して
いてもよいイソチアゾリル基、置換基を有していてもよいピリダジニル基、置換基を有し
ていてもよいピリミジニル基、置換基を有していてもよいピラジニル基、置換基を有して
いてもよいトリアジニル基、置換基を有していてもよいトリアゾリル基、置換基を有して
いてもよいチアジアゾリル基、置換基を有していてもよいイソキノリニル基、置換基を有
していてもよいインダゾリル基、置換基を有していてもよいベンゾオキサゾールイル基、
置換基を有していてもよいベンゾフリル基、置換基を有していてもよいインドリジンイル
基、置換基を有していてもよいイミダゾピリジル基、置換基を有していてもよいテトラゾ
リル基、置換基を有していてもよいベンズイミダゾリル基、置換基を有していてもよいベ
ンゾチアゾリル基、置換基を有していてもよいベンゾチアジアゾールイル基、置換基を有
していてもよいベンゾオキジアゾールイル基、置換基を有していてもよいインドリル基、
置換基を有していてもよいテトラハイドロインドリル基、置換基を有していてもよいアザ
インドリル基、置換基を有していてもよいインダゾリル基、置換基を有していてもよいイ
ミダゾピリジル基、置換基を有していてもよいキナゾリニル基、置換基を有していてもよ
いプリニル基、置換基を有していてもよいピロロ［２，３］ピリミジニル基、置換基を有
していてもよいピラゾロ［３，４］ピリミジニル基、若しくは置換基を有していてもよい
ベンゾ（ｂ）チエニル基；又は
　置換基を有していてもよいピペリジニル基、置換基を有していてもよいピペラジニル基
、置換基を有していてもよい２－オキソピペラジニル基、置換基を有していてもよい２－
オキソピペリジンイル基、置換基を有していてもよい２－オキソピロリジンイル基、置換
基を有していてもよい４－ピペリドンイル基、置換基を有していてもよいテトラヒドロピ
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ラニル基、置換基を有していてもよいオキサゾリジンイル基、置換基を有していてもよい
２－オキソ－オキサゾリジンイル基、置換基を有していてもよいテトラヒドロチオピラニ
ル基、置換基を有していてもよいテトラヒドロチオピラニルスルホン基、置換基を有して
いてもよいモルホリニル基、置換基を有していてもよいチオモルホリニル基、置換基を有
していてもよいチオモルホリニルスルフォキシド基、置換基を有していてもよいチオモル
ホリニルスルホン基、置換基を有していてもよい１，３－ジオキソラニル基、置換基を有
していてもよい［１，４］ジオキサンイル基、置換基を有していてもよい２－オキソ－イ
ミダゾリジニル基、テトラヒドロフラニル基、若しくは置換基を有していてもよいテトラ
ヒドロチエニル基である、請求項１２記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ3が、ＯＲk、ＳＲk、Ｃ（Ｏ）ＯＲk、ＮＲhＲj、又はＣ（Ｏ）ＮＲhＲjである、請求
項１から１１のいずれか記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ3が、－ＯＲk、－Ｃ（Ｏ）Ｒc、－ＯＣ（Ｏ）Ｒc、－ＮＲkＣ（Ｏ）Ｒc又は－ＮＲh

Ｒjであり、Ｒk、Ｒh、及びＲjが、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有していてもよ
いアルキル基、置換基を有していてもよいアリール基、置換基を有していてもよいヘテロ
アリール基、置換基を有していてもよいシクロアルキル基、又は置換基を有していてもよ
いヘテロシクロアルキル基である、請求項１４記載の化合物。
【請求項１６】
　２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジ
ン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－
モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－
カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、［６－（２，
３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イルカルバモイル）－２－モルホリン－４－イル
－ピリミジン－４－イルオキシ］－酢酸エチルエステル、２－モルホリン－４－イル－６
－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１Ｈ－インド
ール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル
－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸ｍ－トリルアミド、６－（２－ヒドロキシ－
２－メチル－プロポキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（
２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル
－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（６，７
，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド、２－モルホリン－
４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸
（５－フラン－２－イル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－アミド、１－［２－モルホリ
ン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］
－３－ｍ－トリル－尿素、１－［６－（２－メチルアミノ－エトキシ）－２－モルホリン
－４－イル－ピリミジン－４－イル］－３－ｍ－トリル－尿素、１－［６－（２－ヒドロ
キシ－２－メチル－プロポキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イル］
－３－ｍ－トリル－尿素、１－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－モルホリン－４
－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－ｐ－トリル－チオ尿素、１－（２－
ブロモ－４－メチル－フェニル）－３－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－モルホ
リン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－チオ尿素、１－［２－モルホリ
ン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］
－３－フェニル－尿素、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－
イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－ｐ－トリル－尿素、１－（３－メトキ
シ－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－
エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（４－クロロ－フェニル）－３－［２
－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－
４－イル］－尿素、１－（２－メトキシ－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル
－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－
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ベンジル－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキ
シ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、［６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－
５－イルカルバモイル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イルオキシ］－
酢酸エチルエステル、２－モルホリン－４－イル－６－［２－（２－オキソ－オキサゾリ
ジン－３－イル）－エトキシ］－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Η
－インドール－５－イル）－アミド、２，６－ジ－モルホリン－４－イル－ピリミジン－
４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モル
ホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カ
ルボン酸（３，４－ジメチル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（
２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１，２，３－ト
リメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（
２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－カルバモイ
ル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル
－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド
、
　２－モルホリン－４－イル－６－［２－（４－オキシ－モルホリン－４－イル）－エト
キシ］－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル
）－アミド、６－メトキシ－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（
２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－モルホリン－４－イル
－４－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－
ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、４，６－ジ－モルホリン－４－イル
－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミ
ド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミ
ジン－４－カルボン酸メチル－（１，２，３－トリメチル－１Η－インドール－５－イル
）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－
ピリミジン－４－カルボン酸（６－メチル－ベンゾチアゾール－２－イル）－アミド、２
－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４
－カルボン酸（９－エチル－９Ｈ－カルバゾール－２－イル）－アミド、２－モルホリン
－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸
（６－メチル－ピリジン－２－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－
ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（４－メチル－ピリジン
－２－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エ
トキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸ベンゾチアゾール－６－イルアミド、２－モルホ
リン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボ
ン酸ナフタレン－２－イルアミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２
－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸キノリン－６－イルアミド、２－モル
ホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カル
ボン酸キノリン－５－イルアミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－
４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸インダン－５－イルアミド、２－モ
ルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－
カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－７－イル）－アミド、２－モルホリ
ン－４－イル－６－（２－ピペリジン－１－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボ
ン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４
－イル－６－［２－（２－オキソ－オキサゾリジン－３－イル）－エトキシ］－ピリミジ
ン－４－カルボン酸（３－カルバモイル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イ
ル－６－［２－（２－オキソ－オキサゾリジン－３－イル）－エトキシ］－ピリミジン－
４－カルボン酸ｍ－トリルアミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－
４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（５－チオフェン－２－イル－１Ｈ
－ピラゾール－３－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン
－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル－フェニル）－アミ
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ド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミ
ジン－４－カルボン酸（３－ブロモ－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－
６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（５－メチ
ル－イソオキサゾール－３－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モ
ルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２－アセチルアミノ－
フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エ
トキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－スルファモイル－フェニル）－アミド、２
，６－ジ－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３，４－ジメチル－フ
ェニル）－アミド、２，６－ジ－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（
３－カルバモイル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホ
リン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルカルバモイル
－フェニル）－アミド、インドール－１－イル－［２－モルホリン－４－イル－６－（２
－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－メタノン、
　（３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソキノリン－２－イル）－［２－モルホリン－４－イル
－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－メタノン、
２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン
－４－カルボン酸ｍ－トリルアミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン
－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（４－ジメチルアミノ－フェニル
）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）
－ピリミジン－４－カルボン酸［３－（ピロリジン－１－カルボニル）－フェニル］－ア
ミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（１，３－ジオキソ－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール
－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－
エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２－メトキシ－５－メチル－フェニル）－ア
ミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（３－ヒドロキシ－フェニル）－アミド、６－モルホリン－４－
イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸ｍ－ト
リルアミド、６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－
ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミ
ド、６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリミジン－２－イル－エトキシ）－ピリミ
ジン－４－カルボン酸（６－メチル－ベンゾチアゾール－２－イル）－アミド、２－［２
－（３，４－ジメトキシ－フェニル）－エトキシ］－６－モルホリン－４－イル－Ｎ－ｍ
－トリル－イソニコチンアミド、Ν－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル
）－２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－イソニ
コチンアミド、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エト
キシ）－ピリミジン－４－イル］－３－ｍ－トリル－尿素、１－［６－モルホリン－４－
イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－ｍ－
トリル－尿素、１－メチル－３－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２
－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－ｌ－ｍ－トリル－尿素、１－（４，６－
ジ－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－イル）－３－ｍ－トリル－尿素、１－［４－
モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－２－
イル］－３－ｍ－トリル－尿素、２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－
イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸１Ｈ－インドール－５－イルエステル、
１Ｈ－インドール－５－カルボン酸［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－
２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－アミド、１Ｈ－インドール－５－カル
ボン酸［６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリ
ミジン－４－イル］－アミド、３－メチル－Ｎ－［４－モルホリン－４－イル－６－（２
－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－２－イル］－ベンズアミド、Ｎ－［４
－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－２
－イル］－イソニコチンアミド、５－メチル－イソオキサゾール－Ｓ－カルボン酸－［４
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－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－２
－イル］－アミド、６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキ
シ）－ピリミジン－４－カルボン酸Ｎ’－ｍ－トリル－ヒドラジド、２－モルホリン－４
－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸Ｎ’
－ｍ－トリル－ヒドラジド、６－モルホリン－４－イル－２－（２－モルホリン－４－イ
ル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸Ｎ’－ｍ－トリル－ヒドラジド、６－モル
ホリン－４－イル－２－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カ
ルボン酸Ｎ’－（３，４－ジメチル－フェニル）－ヒドラジド、２－モルホリン－４－イ
ル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－イソニコチン酸Ｎ’－ｍ－トリル－
ヒドラジド、［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）
－ピリミジン－４－イル］－カルバミン酸ｍ－トリルエステル、（２，３－ジメチル－１
Ｈ－インドール－５－イル）－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－
イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イルメチル］－アミン、
　Ν－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリ
ミジン－４－イル］－Ν’－ｍ－トリル－オキサルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシ－フェ
ニル）－Ｎ’－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ
）－ピリミジン－４－イル］－オキサルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシ－フェニル）－Ｎ
－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジ
ン－４－イル］－オキサルアミド、［６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－
２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－カルバミン酸ｍ－トリルエステル、（
２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－［２－モルホリン－４－イル－６－
（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イルメチル］－アミン、Ｎ－
［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン
－４－イル］－Ｎ’－ｍ－トリル－オキサルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシ－フェニル）
－Ｎ’－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピ
リミジン－４－イル］－オキサルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシ－フェニル）－Ｎ’－［
６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－イル－エトキシ）－ピリミジン－
４－イル］－オキサルアミド、［６－モルホリン－４－イル－２－（２－ピリジン－２－
イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－カルバミン酸ｍ－トリルエステル、２－モ
ルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－２－オキソ－エチルアミノ）－
ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミ
ド、２－モルホリン－４－イル－６－（４－ピリジン－２－イル－ピペラジン－１－イル
）－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－
アミド、６－［ビス－（２－ヒドロキシ－エチル）－アミノ］－２－モルホリン－４－イ
ル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－
アミド、６－ジブチルアミノ－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸
（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－ジエチルアミノ－２
－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－イン
ドール－５－イル）－アミド、６－［４－（２－ヒドロキシ－エチル）－ピペラジン－１
－イル］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル
－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（２－ジメチルアミノ－エチルアミノ）
－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－
インドール－５－イル）－アミド、［６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－
イルカルバモイル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イルアミノ］－酢酸
、［６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イルカルバモイル）－２－モルホ
リン－４－イル－ピリミジン－４－イルアミノ］－酢酸メチルエステル、６－｛［（２－
メトキシ－エチルカルバモイル）－メチル］－アミノ｝－２－モルホリン－４－イル－ピ
リミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド
、６－［２－（４－カルバモイル－ピペリジン－１－イル）－２－オキソ－エチルアミノ
］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ
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－インドール－５－イル）－アミド、６－［２－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イ
ル）－２－オキソ－エチルアミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カル
ボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（｛［（２－
ヒドロキシ－エチル）－メチル－カルバモイル］－メチル｝－アミノ）－２－モルホリン
－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－
イル）－アミド、６－［２－（４－アセチル－ピペラジン－１－イル）－２－オキソ－エ
チルアミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメ
チル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－［２－（３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソキノリン－２－イル）－２－オキソ－エチルアミノ］－２－モルホリン－４－イル－
ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミ
ド、６－（カルバモイルメチル－アミノ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４
－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（エチ
ルカルバモイルメチル－アミノ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボ
ン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、
　６－［２－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－２－オキソ－エチルアミノ］－２
－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－イン
ドール－５－イル）－アミド、６－｛［（ブチル－メチル－カルバモイル）－メチル］－
アミノ｝－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル
－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－オキ
ソ－２－ピロリジン－１－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３
－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－
（２－オキソ－２－ピペリジン－１－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－カルボン
酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（シクロペンチル
カルバモイルメチル－アミノ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン
酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－
イル－６－［（ｍ－トリルカルバモイル－メチル）－アミノ］－ピリミジン－４－カルボ
ン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（ジメチルカル
バモイルメチル－アミノ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（
２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－［メチル－（２－オキ
ソ－２－ピペリジン－１－イル－エチル）－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、
６－［メチル－（２－モルホリン－４－イル－２－オキソ－エチル）－アミノ］－２－モ
ルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドー
ル－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－オキソ－２－ピペリジ
ン－１－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ピラゾール－１－イル－
フェニル）－アミド、６－［メチル－（２－オキソ－２－ピペリジン－１－イル－エチル
）－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチル
アミノ－フェニル）－アミド、６－（カルバモイルメチル－メチル－アミノ）－２－モル
ホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール
－５－イル）－アミド、１－（３－ブロモ－フェニル）－３－［６－モルホリン－４－イ
ル－２－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１
－（３，４－ジクロロ－フェニル）－３－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－モル
ホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－インダン－５－イ
ル－３－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－
ピリミジン－４－イル］－尿素、１－［６－モルホリン－４－イル－２－（２－モルホリ
ン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－（３－トリフルオロメチル－
フェニル）－尿素、１－（３，４－ジメチル－フェニル）－３－［６－モルホリン－４－
イル－２－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、
１－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル－３－［６－モルホリン－４－イル－２－
（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－［６－
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モルホリン－４－イル－２－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４
－イル］－３－ナフタレン－２－イル－尿素、１－（３－フルオロ－フェニル）－３－［
２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン
－４－イル］－尿素、１－（３－クロロ－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル
－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－
（３－シアノ－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－
４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－［２－モルホリン－４－イ
ル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－（３
－ニトロ－フェニル）－尿素、１－（２－ブロモ－フェニル）－３－［２－モルホリン－
４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿
素、１－（３－ヨード－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モル
ホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、
　１－（３－エチル－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホ
リン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（２－クロロ－フェ
ニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ
）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（３－メチル－２－オキソ－２，３－ジヒドロ
－ベンゾチアゾール－６－イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホ
リン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（３－メチル－２－
オキソ－２，３－ジヒドロ－ベンゾオキサゾール－６－イル）－３－［２－モルホリン－
４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿
素、１－（６－クロロ－ベンゾオキサゾール－２－イル）－３－［２－モルホリン－４－
イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、
１－（２－メチル－キノリン－６－イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２
－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（１Ｈ－イ
ンドール－５－イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－
イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（５－ヒドロキシ－ナフタレン
－１－イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エ
トキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（６－クロロ－ベンゾチアゾール－２－
イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ
）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モル
ホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－キノリン－５－イル－尿
素、１－（５－シクロプロピル－［１，３，４］チアジアゾール－２－イル）－３－［２
－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－
４－イル］－尿素、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル
－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－（４－ｐ－トリル－チアゾール－２－イル
）－尿素、１－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イル－６－
（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、１－（５－
フラン－２－イル－２Ｈ－ピラゾール－３－イル）－３－［２－モルホリン－４－イル－
６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素、４，６
－ジ－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－イ
ンドール－５－イル）－アミド（メタンスルホン酸との複合体）、６－モルホリン－４－
イル－４－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリジン－２－カルボン酸（１，
２，３－トリメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、４，６－ジ－モルホリン
－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（１，２，３－トリメチル－１Ｈ－インドール－
５－イル）－アミド；
　６－モルホリン－４－イル－４－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリジン
－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド（メタン
スルホン酸との複合体）、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル
－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２－クロロ－ピリジン－４－イル）－アミ
ド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミ
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ジン－４－カルボン酸（５－カルバモイル－ピリジン－２－イル）－アミド、２－モルホ
リン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カル
ボン酸（２－ピロリジン－１－イル－ピリジン－４－イル）－アミド、２－モルホリン－
４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸
（３－アセチル－フェニル）－アミド、（Ｅ）－Ｎ－（３－（１－（２，２－ジメチルヒ
ドラゾノ）エチル）フェニル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリ
ミジン－４－カルボキサミド、（Ｅ）－Ｎ－（３－（１－（メトキシイミノ）エチル）フ
ェニル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジン－４－カルボキ
サミド、６－モルホリン－４－イル－４－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピ
リジン－２－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド、６－［（２－メト
キシ－エチル）－メチル－アミノ］－４－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボ
ン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－［（２－メトキ
シ－エチル）－メチル－アミノ］－４－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン
酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド、４－［（２－メトキシ－エチル）－メチ
ル－アミノ］－６－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチ
ル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、４－［（２－メトキシ－エチル）－メチル
－アミノ］－６－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（３－ジメチルアミ
ノ－フェニル）－アミド、４－メトキシアミノ－６－モルホリン－４－イル－ピリジン－
２－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド、４－メトキシアミノ－６－
モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドー
ル－５－イル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モ
ルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２－ジメチルアミノ－エチル）－ア
ミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（５－シクロプロピル－［１，３，４］チアジアゾール－２－イ
ル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－
４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジエチルアミノメチル－４－ヒドロキシ－
フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホ
リン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（４－アセチルアミノ－フェニル）－アミ
ド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－
ピリミジン－４－カルボン酸［３－（アセチル－メチル－アミノ）－フェニル］－アミド
、（Ｅ）－Ｎ－（３－（１－（２，２－ジメチルヒドラゾノ）エチル）フェニル）－６－
（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボ
キサミド、６－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－
１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、４－（４－アセチル－ピペラジン－１－イル）
－６－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－イ
ンドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４
－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸［３－（２－メチル－ピリミジン－４
－イル）－フェニル］－アミド、４－ヒドロキシ－６’－モルホリン－４－イル－３，４
，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－［１，４’］ビピリジニル－２’－カルボン酸（２，３
－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（１，４－ジオキサ－８－ア
ザ－スピロ［４，５］デカ－８－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－
カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、
　６－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミ
ジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、４
－ヒドロキシ－６’－モルホリン－４－イル－３，４，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－［
１，４’］ビピリジニル－２’－カルボン酸（３－エチル－１Ｈ－インドール－５－イル
）－アミド、６－（１，４－ジオキサ－８－アザ－スピロ［４，５］デカ－８－イル）－
２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル－１Ｈ－インドー
ル－５－イル）－アミド、２’－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イルカル
バモイル）－６’－モルホリン－４－イル－３，４，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－［１
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，４’］ビピリジニル－４－カルボン酸エチルエステル、６－（４－ヒドロキシ－ピペリ
ジン－１－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチ
ル－２－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（４－メチル－ピペリジ
ン－１－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル
－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－ピペリジン
－１－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル－１Ｈ－インドール－５－イル）
－アミド、６－（１，４－ジオキサ－８－アザ－スピロ［４，５］デカ－８－イル）－２
－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル－２－メチル－１Ｈ
－インドール－５－イル）－アミド、４－（４－アセチル－ピペラジン－１－イル）－６
－モルホリン－４－イル－ピリジン－２－カルボン酸（３－エチル－１Ｈ－インドール－
５－イル）－アミド、６’－モルホリン－４－イル－３，４，５，６－テトラヒドロ－２
Ｈ－［１，４’］ビピリジニル－２’－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドー
ル－５－イル）－アミド、６－（４－カルバモイル－ピペリジン－１－イル）－２－モル
ホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル－２－メチル－１Ｈ－イン
ドール－５－イル）－アミド、６－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イル）－２－モ
ルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（６，７，８，９－テトラヒドロ－５
Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド、４－ヒドロキシ－６’－モルホリン－４－イル
－３，４，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－［１，４’］ビピリジニル－２’－カルボン酸
（６，７，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド（メタンス
ルホン酸との複合体）、４－ヒドロキシ－６’－モルホリン－４－イル－３，４，５，６
－テトラヒドロ－２Ｈ－［１，４’］ビピリジニル－２’－カルボン酸（６，７，８，９
－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド、６－（４－ヒドロキシ－ピ
ペリジン－１－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－
メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－
１－イル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（６，７，８，９
－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド（メタンスルホン酸との複合
体）、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（（２－ヒドロキ
シエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、２－
モルホリノ－６－（２－モルホリノエチルアミノ）－Ｎ－（２－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－イル）ピリミジン－４－カルボキサミド、２－
モルホリノ－６－（２－モルホリノエチルアミノ）－Ｎ－（４－（トリフルオロメチル）
フェニル）ピリミジン－４－カルボキサミド、２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエ
チルアミノ）－Ｎ－（２－オキソ－４－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－クロメン－７－
イル）ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－
５－イル）－６－（メトキシ（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カル
ボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（２－ヒド
ロキシエチルアミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３
－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（メトキシ（２－モルホリノエチル）
アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－（ジメチルアミ
ノ）フェニル）－６－（メトキシアミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサ
ミド、２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）－Ｎ－（２－オキソインドリン
－５－イル）ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－（３，３－ジエチルウレイド
）フェニル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジン－４－カル
ボキサミド、２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）－Ｎ－（３－オキソ－３
，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］オキサジン－６－イル）ピリミジン－４
－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジヒドロベンゾ［ｂ］［１，４］ダイオキシン－６－
イル）－６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン
－４－カルボキサミド、Ｎ－（４－ｔｅｒｔ－ブチルチアゾール－２－イル）－６－（（
２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサ
ミド、６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－Ｎ－（２－メチルキノリン－
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６－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－（５，６－ジメチルベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－６－（（２－メトキシ
エチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（
２，５－ジエトキシ－４－モルホリノフェニル）－６－（（２－メトキシエチル）（メチ
ル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－イソプロピ
ルフェニル）－６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリ
ミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（１－アセチルインドリン－５－イル）－６－（（２
－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミ
ド、６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－Ｎ－（３－（３－メチル－１，
２，４－オキサジアゾール－５－イル）フェニル）－２－モルホリノピリミジン－４－カ
ルボキサミド、６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－Ｎ－（３－（４－メ
チル－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－イル）フェニル）－２－モルホリノピリミ
ジン－４－カルボキサミド、６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モ
ルホリノ－Ｎ－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）ピリミジン－４－カルボキサミ
ド、Ｎ－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）－６－（（２－メトキシエ
チル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、６－（（
２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－Ｎ－（１－メチルインドリン－６－イル）－
２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（５－（ジメチルアミノ）－２－
フルオロフェニル）－６－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリ
ノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－イソプロピルフェニル）－２－モルホリ
ノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（１－メチ
ルインドリン－６－イル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジ
ン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－（ジメチルアミノ）－４－フルオロフェニル）－６
－（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－カル
ボキサミド、Ｎ－（１－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－モルホリノ－６
－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジン－４－カルボキサミド、６－（（２－メトキシ
エチル）（メチル）アミノ）－Ｎ－（１－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２
－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（３－メチル－２－オキソ－２，３
－ジヒドロベンゾ［ｄ］オキサゾール－５－イル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホ
リノエトキシ）ピリミジン－４－カルボキサミド、２－モルホリノ－６－（２－モルホリ
ノエトキシ）－Ｎ－（１，３，３－トリメチル－２－オキソインドリン－５－イル）ピリ
ミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（１－エチル－１Ｈ－インドール－６－イル）－２－
モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（
１－エチルインドリン－６－イル）－２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエトキシ）
ピリミジン－４－カルボキサミド、２－モルホリン－４－イル－６－［２－（２－オキソ
－オキサゾリジン－３－イル）－エトキシ］－ピリミジン－４－カルボン酸（３－エチル
－２－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６
－［２－（２－オキソ－オキサゾリジン－３－イル）－エトキシ］－ピリミジン－４－カ
ルボン酸（６，７，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－アミド、
６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（５－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－フェニル）－アミド
、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピ
リミジン－４－カルボン酸［３－（３－ヒドロキシ－３－メチル－ブタ－１－イニル）－
フェニル］－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホ
リン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸［５－（４－クロロ－フェニル）－２－メ
チル－２Ｈ－ピラゾール－３－イル］－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチ
ル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（５－ｔｅｒｔ
－ブチル－イソオキサゾール－３－イル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－
メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（４－イソ
プロピル－３－メチル－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル
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－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（４－ブロモ－３
－メチル－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－
２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－メタンスルホニル－フェ
ニル）－アミド、
　６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピ
リミジン－４－カルボン酸（３－ベンゾイル－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキ
シ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボ
ン酸（２－ｐ－トリル－エチル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－
アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－カルバモイル
－４－モルホリン－４－イル－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－
メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸［３－（４
－ブロモ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－フェニル］－アミド、６－［（
２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－
４－カルボン酸（５－ｔｅｒｔ－ブチル－［１，３，４］チアジアゾール－２－イル）－
アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イ
ル－ピリミジン－４－カルボン酸（５－メチル－イソオキサゾール－３－イル）－アミド
、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピ
リミジン－４－カルボン酸（４，６－ジメチル－ピリジン－２－イル）－アミド、６－［
（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン
－４－カルボン酸（３－メチル－イソチアゾール－５－イル）－アミド、６－［（２－メ
トキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カ
ルボン酸（４，６－ジメチル－ピリミジン－２－イル）－アミド、６－［（２－メトキシ
－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン
酸（２，３－ジメチル－キノキサリン－６－イル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エ
チル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（
３－キノキサリン－２－イル－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－
メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（５，７－
ビス－トリフルオロメチル－［１，８］ナフチリジン－２－イル）－アミド、６－［（２
－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４
－カルボン酸（３－トリフルオロメトキシ－フェニル）－アミド、６－［（２－メトキシ
－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン
酸［３－（２－メチル－チアゾール－４－イル）－フェニル］－アミド、Ｎ－（２，３－
ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノ－６－（２－（ピペラジン－
１－イル）エトキシ）ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ
－インドール－５－イル）－６－（メチルアミノ）－２－モルホリノ－ピリミジン－４－
カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（ジメ
チルアミノ）－２－モルホリノ－ピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメ
チル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（２－（メチルスルホニル）エトキシ）－２
－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、６－（２－シアノエトキシ）－Ｎ－（２
，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カル
ボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（４－メチ
ルピペラジン－１－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２
，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－（２－メトキシエチルアミノ）－
２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イン
ドール－５－イル）－６－メチル－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ
－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－６－ヒドロキシ－２－モルホリ
ノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－
イル）－６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イルアミノ）－２－モルホリ
ノピリミジン－４－カルボキサミド、６－（２－（ジエチルアミノ）－２－オキソエトキ
シ）－Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミ
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ジン－４－カルボキサミド、６－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－Ｎ－（２，３
－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキ
サミド、６－（ビス（２－メトキシエチル）アミノ）－Ｎ－（２，３－ジメチル－１Ｈ－
インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、Ｎ－（２，
３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノ－６－（モルホリノメチ
ル）ピリミジン－４－カルボキサミド、（Ｓ）－６－（３－アセトアミドピロリジン－１
－イル）－Ｎ－（３－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミジ
ン－４－カルボキサミド、６－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－Ｎ－（３－メチ
ル－１Ｈ－インドール－５－イル）－２－モルホリノピリミジン－４－カルボキサミド、
　６－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－２－モルホリノ－Ｎ－（２，３，４，９
－テトラヒドロ－１Ｈ－カルバゾール－６－イル）ピリミジン－４－カルボキサミド、１
－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－３－（６－メチル－２－モルホ
リノピリミジン－４－イル）尿素、１－（６－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－
２－モルホリノピリミジン－４－イル）－３－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－
５－イル）尿素、１－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－３－（６－
（（２－メトキシエチル）（メチル）アミノ）－２－モルホリノピリミジン－４－イル）
尿素、１－（６－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－２－モルホリノピリミジン－
４－イル）－３－（３－エチル－２－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）尿素、１－
（３－エチル－２－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－３－（６－メチル－２－モ
ルホリノピリミジン－４－イル）尿素、１－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５
－イル）－３－（２－モルホリノ－６－（４－（ピリジン－２－イル）ピペラジン－１－
イル）ピリミジン－４－イル）尿素、１－（３－エチル－２－メチル－１Ｈ－インドール
－５－イル）－３－（２－モルホリノ－６－（４－（ピリジン－２－イル）ピペラジン－
１－イル）ピリミジン－４－イル）尿素、１－（３－エチル－２－メチル－１Ｈ－インド
ール－５－イル）－３－（２－モルホリノ－６－（２－モルホリノエチルアミノ）ピリミ
ジン－４－イル）尿素、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－
エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（５－メチル－２－ニトロ－フェニル）－アミ
ド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミ
ジン－４－カルボン酸（２－アミノ－５－メチル－フェニル）－アミド、６－（２－アミ
ノ－エトキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジ
メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２
－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２－メチル－１，
３－ジオキソ－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－５－イル）－アミド、２－モ
ルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－
カルボン酸（１Ｈ－インドール－６－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－
（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ニトロ－
フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エ
トキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－アミノ－フェニル）－アミド、２－モルホ
リン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カル
ボン酸（３－ピロリジン－１－イル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－
６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－メト
キシ－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イ
ル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－メチルアミノ－フェニル）－アミド
、２－（２，６－ジメチル－モルホリン－４－イル）－６－モルホリン－４－イル－ピリ
ミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、
２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン
－４－カルボン酸（３，５－ジメチル－フェニル）－アミド、２，６－ジ－モルホリン－
４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（１，２，３－トリメチル－１Ｈ－インドール－
５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エ
トキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（４－フェニルアミノ－フェニル）－アミド、２
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－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－
４－カルボン酸（３－ピロール－１－イル－フェニル）－アミド、６－（２－メチルアミ
ノ－エトキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（１，２，３
－トリメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６
－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－クロロ
－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－
エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（４－ジメチルアミノ－３－メチル－フェニル
）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）
－ピリミジン－４－カルボン酸（３－メチル－４－メチルアミノ－フェニル）－アミド、
　２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジ
ン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－４－メチル－フェニル）－アミド、２－モル
ホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カ
ルボン酸（４－メチル－３－メチルアミノ－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－
イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸ピリ
ジン－３－イルアミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－
エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（５－モルホリン－４－イル－４Ｈ－［１，２
，４］トリアゾール－３－イル）－アミド、｛２－［６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イ
ンドール－５－イルカルバモイル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イル
オキシ］－エチル｝－カルバミン酸メチルエステル、２－モルホリン－４－イル－６－（
２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（３－モルホリン
－４－イル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－
４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１，２，３，４－テトラヒドロ－
キノリン－７－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４
－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（６－メチル－ピリジン－３－イル）
－アミド、６－［（２－ヒドロキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４
－イル－ピリミジン－４－カルボン酸ｍ－トリルアミド、２－モルホリン－４－イル－６
－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（２－メチル
－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－７－イル）－アミド、２－モルホリン－４
－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（
３－ジエチルアミノ－フェニル）－アミド、６－（２－メトキシ－エトキシ）－２－モル
ホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール
－５－イル）－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モル
ホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－ア
ミド、６－［（２－ヒドロキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イ
ル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド、６－［（
２－ヒドロキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン
－４－カルボン酸（３－ピロール－１－イル－フェニル）－アミド、２－モルホリン－４
－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（
３－イミダゾール－１－イル－フェニル）－アミド、２，６－ジ－モルホリン－４－イル
－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フェニル）－アミド、６－（２－
ヒドロキシ－エトキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２
，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－
６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸［３－（イ
ソプロピル－メチル－アミノ）－フェニル］－アミド、６－（２－ヒドロキシ－エトキシ
）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ジメチルアミノ－フ
ェニル）－アミド、６－［（２－ヒドロキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホ
リン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ピロリジン－１－イル－フェニル）
－アミド、６－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－
イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３－ピラゾール－１－イル－フェニル）－アミド、
２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン
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－４－カルボン酸［３－（エチル－メチル－アミノ）－フェニル］－アミド、２－モルホ
リン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カル
ボン酸（３－ピラゾール－１－イル－フェニル）－アミド、６－（２－ヒドロキシ－２－
メチル－プロポキシ）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（２，
３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、６－［（２－ヒドロキシ－エチ
ル）－メチル－アミノ］－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（３
－ピラゾール－１－イル－フェニル）－アミド、［６－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イン
ドール－５－イルカルバモイル）－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イルオ
キシ］－酢酸ｔｅｒｔ－ブチルエステル、２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホ
リン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１－メチル－１，２，３，
４－テトラヒドロ－キノリン－７－イル）－アミド、２－モルホリン－４－イル－６－（
２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１－メチル－１
，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－６－イル）－アミド、
　６－メチル－２－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－カルボン酸（１－ヒドロキ
シ－２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホリン－４－
イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カルボン酸（１
－ヒドロキシ－２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－アミド、２－モルホ
リン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－カル
ボン酸（１，２－ジメチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－７－イル）－ア
ミド、２－モルホリン－４－イル－６－［２－（１－オキシ－ピリジン－２－イル）－エ
トキシ］－ピリミジン－４－カルボン酸（６，７，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバ
ゾール－３－イル）－アミド、１－（２，３－ジメチル－１Ｈ－インドール－５－イル）
－３－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピ
リミジン－４－イル］－尿素、１－（３－アミノ－フェニル）－３－［２－モルホリン－
４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿
素、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－
ピリミジン－４－イル］－３－（６，７，８，９－テトラヒドロ－５Ｈ－カルバゾール－
３－イル）－尿素、１－｛６－［（２－ヒドロキシ－エチル）－メチル－アミノ］－２－
モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イル｝－３－（６，７，８，９－テトラヒドロ
－５Ｈ－カルバゾール－３－イル）－尿素、１－［２－モルホリン－４－イル－６－（２
－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－３－（３－ピラゾール
－１－イル－フェニル）－尿素、１－（３－イミダゾール－１－イル－フェニル）－３－
［２－モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジ
ン－４－イル］－尿素、１－（４－イソプロピル－３－メチル－フェニル）－３－［２－
モルホリン－４－イル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４
－イル］－尿素、１－（３－イソプロピル－フェニル）－３－［２－モルホリン－４－イ
ル－６－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－尿素から
なる群から選ばれる化合物、又はその薬学的に許容しうる塩。
【請求項１７】
　請求項１の化合物と、薬剤的に許容しうる担体とを含有する医薬組成物。
【請求項１８】
　ＩＬ－１２産生を阻害するために用いられる請求項１に記載の化合物。
【請求項１９】
　インターロイキン－１２の過剰産生に関連した疾患の治療のために用いられる請求項１
に記載の化合物であって
　前記疾患が、多発性硬化症、敗血症、重症筋無力症、自己免疫性神経障害、ギラン・バ
レー症候群、自己免疫性ブドウ膜炎、自己免疫性溶血性貧血、悪性貧血、自己免疫性血小
板減少症、側頭動脈炎、抗リン脂質抗体症候群、血管炎、ウェゲナー肉芽腫症、ベーチェ
ット病、乾癬、乾癬性関節炎、疱瘡状皮膚炎、尋常性天疱瘡、白斑、クローン病、潰瘍性
大腸炎、間質性肺線維症、骨髄線維症、肝線維症、心筋炎、甲状腺炎、原発性胆汁性肝硬
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変、自己免疫性肝炎、免疫介在性糖尿病、バセドウ病、橋本病、自己免疫性卵巣炎及び精
巣炎、副腎の自己免疫性疾患、関節リウマチ、若年性関節リウマチ、全身性エリトマトー
デス、強皮症、多発性筋炎、皮膚筋炎、脊椎関節症、強直性脊椎炎、シェーグレン症候群
、並びに移植片対宿主病からなる群から選択される化合物。
【請求項２０】
　前記疾患が、関節リウマチ、敗血症、クローン病、多発性硬化症、乾癬、又は免疫介在
性糖尿病である、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　インターロイキン－１２の過剰産生に関連した疾患の治療のために用いられる請求項１
６に記載の化合物。
【請求項２２】
　過剰な骨量減少に関連した疾患の治療又は予防のために用いられる請求項１に記載の化
合物であって、
　前記疾患が、歯周病、良性骨疾患、骨粗鬆症、骨のパジェット病、骨形成不全症、線維
性骨異形性症、及び原発性副甲状腺機能亢進症、エストロゲン欠乏症、炎症性骨量減少症
、骨悪性腫瘍、関節炎、大理石骨病、悪性高カルシウム血症（ＨＣＭ）、多発性骨髄腫の
溶骨性骨病変及び乳癌の溶骨性骨転移、並びに転移性癌である化合物。
【請求項２３】
　ｉｎ　ｖｉｔｒｏ又はｉｎ　ｖｉｖｏで破骨細胞形成を阻害するために用いられる請求
項１に記載の化合物。
【請求項２４】
　破骨細胞による過剰な骨吸収に関連した疾患の治療又は予防のために用いられる請求項
１に記載の化合物。
【請求項２５】
　ＴH１細胞の増殖を阻害するために用いられる請求項１に記載の化合物。
【請求項２６】
　ＩＬ－１２産生及び／又はＩＬ－２３産生を阻害するために用いられる請求項１に記載
の化合物。
【請求項２７】
　ＩＬ－２７産生を阻害するために用いられる請求項１に記載の化合物。
【請求項２８】
　更にＴH１リンパ球増殖を阻害するために、及び／又はＩＬ－１２の産生を阻害するた
めに用いられる、請求項２７に記載の化合物。
【請求項２９】
　治療を必要とする被験体における、炎症性疾患又は免疫性疾患の治療方法であって、前
記被験体に有効量の請求項１に記載の化合物を投与することを含む方法。
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